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官民連携の取組

生涯学習、リカレント教育など就労・起業支援など

健康でアクティブな生活の実現

○健康づくりや就労・生涯学習など社会的活動への参加等
により、健康でアクティブな生活を目指す。
○中高年齢期の早目の住み替えで地域での活躍を期待。

「継続的なケア」の確保

医療・介護サービス

○医療介護が必要となった時に、人生の最終
段階まで尊厳ある生活が送れる体制を確保。

生活支援・介護予防
健康管理・健康づくり

地域包括ケアシステムとの連携

○入居者と地元住民へのサービスが一体的に
提供される環境を整備。地域の多世代の住民との協働

○入居者間の交流のみならず、地域の若者等多世
代と交流ができる環境を実現。大学等との連携も。

多世代交流センター、
地域サロンなど

大学等との連携など

○自治体に加え、移住支援やまちづくりを行う事業者、医療・福祉サービス事業者、地域住民などの参画により、多様な意見が適切に反
映されたまちづくりを推進するとともに、持続可能なサービスを提供。

移住希望者

○大都市から地方への移住や、地域内で「まちなか」への住み替え等。
○移住希望者のニーズを踏まえたきめ細やかなコーディネート。

空き家の改修、
サ高住の整備など

希望に応じた住み替えの支援

移住・
住み替え

移住相談窓口など

◎地方創生の観点から、中高年齢者が希望に応じて地方や「まちなか」に移り住み、地域の多世代の住民と交流しながら、健康でアクティブ
な生活を送り、必要に応じて医療・介護を受けることができる地域づくりを目指す。

「生涯活躍のまち（日本版ＣＣＲＣ※）」の推進
※Continuing Care Retirement Communityの略

（生涯活躍のまちHP：http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/about/ccrc/index.html）

（H31.3.31版）

◎「生涯活躍のまち」の地域再生計画制度（24計画を認定（平成31年３月現在））

◎関係府省からなる支援チームにより地方公共団体の取組を促進（18団体（平成30年12月現在））

⇒「生涯活躍のまち」の取組を進めている地方公共団体数：100団体（2020年）を目指す。

（既に「生涯活躍のまち」に関する基本計画等の構想を策定している団体数：89団体（平成31年3月末現在））

北海道函館市、北海道東川町、青森県弘前市、岩手県雫石町、山形県酒田市、茨城県阿見町、千葉県匝瑳市、千葉県長柄町、千葉県御宿町、新潟県南魚沼市、石川県白山市、
山梨県都留市、長野県佐久市、静岡県南伊豆町、兵庫県三木市、鳥取県南部町、岡山県奈義町、広島県安芸太田町、徳島県三好市、高知県高知市、福岡県北九州市、
大分県別府市、鹿児島県鹿児島市、鹿児島県伊仙町

※下線の地方公共団体は、地域再生計画に加え「生涯活躍のまち形成事業計画」を策定。

北海道函館市、岩手県雫石町、茨城県阿見町、千葉県匝瑳市、千葉県長柄町、新潟県南魚沼市、石川県輪島市、山梨県都留市、長野県佐久市、
静岡県南伊豆町、兵庫県三木市、鳥取県南部町、岡山県奈義町、広島県安芸太田町、徳島県三好市、福岡県北九州市、大分県別府市、鹿児島県伊仙町
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１．国による支援の強化について

○ 国のサポートを強化し、都道府県等と連携したバックアップ体制をより一層推進する。

○ 具体的には、
① アウトリーチ支援…国の担当職員が当該団体を訪問し、「生涯活躍のまち」に関する構想等の策定に当たっての課題解決等について共に
取り組むとともに、当該構想等と近い取組の生涯活躍のまち形成支援チーム対象団体等への現地視察・ヒアリングへの同行等の支援を実施。

② 集団支援（研修等）…都道府県単位で、生涯活躍のまちの制度や先進事例を紹介するための研修の開催や、自治体・事業者向けセミ
ナー「生涯活躍のまち勉強会・意見交換会」を国において定期的に開催。

※ 生涯活躍のまち形成支援チーム対象団体に対しても引き続き支援を継続するとともに、「先駆的団体」として、取組を進める他の団体に対
して積極的に紹介。

○ 都道府県におかれては、支援を希望する市町村からの要望やニーズについて掘り起こし、国への情報提供をいただくとともに、自治体向け説明
会の開催や研修の場の調整等のご協力をお願いしたい。

〇 生涯活躍のまちHP上の関係各省庁等の参考施策集を６月を目途に修正。
（参考URL：http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/about/ccrc/zenbunsesaku.pdf）

地域再生計画策定（21）

構想・基本計画策定（89）

取組意向あり（216）

推進意向なし（1,502）

【生涯活躍のまち】取組状況

これまでの支援：
アウトリーチ支援中心

これまでの支援：
集団支援（研修等）

これからの支援：
アウトリーチ支援中心

これからの支援：
集団支援（研修等）

2

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/about/ccrc/zenbunsesaku.pdf


【アウトリーチ支援：A町の例】
（H31.3～支援継続中）

■国の担当者が3月に現地を訪問
し、以下のとおり相談を受ける。

■町長の公約で「生涯活躍のまち」
を打ち出しており、町のスタイルに
合ったものを考えたいが、生涯活
躍のまち＝高齢者の隔離施設と
いうイメージがついている。

■現時点では、①町内の調整区域
で移住定住の促進、②駅前に拠
点を整備し多世代交流の実現と
いったプランを、地方創生推進交
付金を活用して実施することを想
定している。

➡随時進捗状況を確認しつつ、必
要に応じ現地を訪問し、生涯活
躍のまちのイメージの払しょく、構
想等の策定、地方創生推進交
付金の活用等について支援を継
続。

【集団支援：Ｃ町の例】
（H30.12実施）

■Ｃ町内の大学が主催する「まちづ
くりシンポジウム」に講演者・パネ
ラーとして国の担当官が参加。

■町長等もパネラーとして参加する
とともに、学生を含めた住民、医
療・福祉関係者、大学関係者等
多くの参加者が集まる中で、国の
担当者から 「生涯活躍のまち」
の制度説明、C町への親和性や
他の市町村の好事例紹介を実
施。

➡Ｃ町での取組推進の機運醸成
を図る。

１．国による支援の強化について（具体的な事例）

【アウトリーチ支援：B町の例】
（H30.6～支援継続中）

■A町担当者から「生涯活躍のま
ち」に関する勉強会の開催依頼を
受け、国の担当者が町へ出向き、
各地域の取組事例の紹介を中
心とした勉強会を開催。

■その後も、生涯活躍のまちの取組
と地位包括ケア、障害福祉など
既存の政策との関係等について
勉強会を複数回開催。

■勉強会で町の担当者が注目した
地域の取組事例について、国の
担当者とともに実際に現場に出
向き、取組内容を視察。

➡視察した取組事例の町での実現
可能性を検討しつつ、次期地方
版総合戦略へ「生涯活躍のまち」
を位置づけることについて検討中。

➡ この他、意向調査などを踏まえたアウトリーチ支援を数十市町村において実施中。 3



１．国による支援の強化について（事業者勉強会）

■国において、「生涯活躍のまち」の取組に関するテーマを定め、定期的に勉強会・意見交換会を開催。
■昨年度は3回実施。参加者は延べ326人。参加自治体へのアンケートやご要望をもとにテーマを設定。
■各都道府県、市町村におかれては、本勉強会への積極的なご参加をお願いしたい。

【昨年度の開催状況】

〇 第1回（2018.6.1）
・ スマートウェルネス住宅等
推進事業について

・ 不動産証券化によるリスク
分散と資金調達

・ 事例紹介・意見交換会
※参加者 98人

〇 第2回（2018.8.24）
・ コミュニティデザインについて
・ 意見交換会
※参加者84人

〇 第3回（2019.1.10）
・ 空き家の利活用と事例紹介
※参加者144人

コミュニティづくり
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（オ）地方移住の推進
④「生涯活躍のまち」の推進

まち・ひと・しごと創生総合戦略（２０１８改定版）
のポイント（H30.12.21 閣議決定）

「生涯活躍のまち」アドバ
イザーの養成・都道府県
レベルへの配置
(H31年度～）

「生涯活躍のまち」
の在り方についての
研究会のスタート

新

新

２．2018改定版総合戦略 「生涯活躍のまち」関連の新規事項①

（前略）
今後は、各都道府県が圏域ごとにアドバイザーを配置し、広域的
な支援体制を構築すること等を通じて、取組に未着手の地方公共
団体の新たな掘り起し等を進める。・・・（後略）

（前略）
このほか、企業と連携し、現役世代を含めた新しいひとの流れの
創出や安定的な事業経営の在り方など、各地方公共団体のこれ
までの取組や課題を踏まえた「生涯活躍のまち」の今後の在り方に
ついて、有識者や関係者の意見を踏まえ次期「総合戦略」も見据
えた検討を行う。
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○「生涯活躍のまち」に取り組む市町村への支援体制の抜本的な強化を目指す。
○国による支援の下、各都道府県ごとに、広域的に、地域の実情に応じたきめ細やかな支援体制を構築。
○取組に着手した市町村のみならず、取組を検討中の市町村等に対し、より早いタイミングでニーズに応じた
支援を行うことで、「生涯活躍のまち」の取組を普及（幅広い市町村への働きかけ）。

国
（内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局）

※生涯活躍のまち形成支援チーム

国
（内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局）

※生涯活躍のまち形成支援チーム

都道府県（生涯活躍のまちアドバイザー）

熱意のある
市町村

迷っている
市町村

調査研究等で蓄積した
ノウハウを共有

before after（目指す姿）

生涯活躍のまちアドバイザー（仮称）設置のねらい

熱
意
の
あ
る
市
町
村

を
重
点
的
に
支
援

取り組むかどうか、
迷っている自治体
に対するフォロー
が不十分

熱意のある
市町村

迷っている
市町村

より早い段階から
きめ細やかに支援
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生涯活躍のまちアドバイザーの活動イメージ（案）

A県「生涯活躍のまち」アドバイザリーグループ
（例）※目指す姿

空き家対策の
専門家

ファイナンスの
専門家

▲▲の
専門家

○○の
専門家

まちづくりの
専門家

B市
（課題：空き家活用）

C町
（課題：資金調達）

D市、E町、F村
（課題：拠点づくり）

医療・福祉の
専門家

「生涯活躍の
まち」とは

生涯活躍のまちアドバイザー研修（国開催）

【想定される受講者】

様々な分野の専
門家に「生涯活
躍のまち」の
知識を付与

研修を受講
した専門家
をリストアップ

ファイナンスの
専門家

空き家対策の
専門家

医療・福祉の
専門家

まちづくりの
専門家

○○の
専門家

▲▲の
専門家

市町村の
課題に
対応した
専門家を
派遣

まちづくりの
専門家

ファイナンスの
専門家

空き家対策の
専門家

今後は、各都道府県が圏域ごとにアドバイザーを配置し、広域的な支援体制を構築すること等を通じて、取組に未着手の地方公共
団体の新たな掘り起こし等を進める。

まち・ひと・しごと創生総合戦略（2018改訂版）

生涯活躍のまち形成支援チーム
内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局

【研修に関する主な事項】（※詳細については、追って周知）

＜研修科目＞
○ 国が定める｢生涯活躍のまち｣構想に関する制度の理解、アウトリーチ等の支援手法、ニーズに応える専門家等へのつなぎの手法及び地方創生推進交
付金制度や他省庁分を含む多様な補助制度の基本等。

＜開催場所、回数等＞
○ 東京都において年数回程度開催（受講ニーズによる）するほか、都道府県の求めに応じ、各地域でも開催を予定。
○ 受講時間は15時間程度（２泊３日）を想定。

ニーズ把握と支援

テキスト作成
・バックアップ

【生涯活躍のまちアドバイザーの養成と支援スキーム（案）】

A県
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今年度における生涯活躍のまちアドバイザーの養成等について（案）

○今年度における生涯活躍のまちアドバイザー養成等については以下のとおり。
〇都道府県におかれては、本方針並びに管内市町村の意向などを踏まえ、積極的に受講していただきたい。

１ 各都道府県等のアドバイザー候補者に対する研修の実施
以下のとおり生涯活躍のまちアドバイザー研修の実施を予定しております。各都道府県におかれては、積極的な受講をお願いします。

① 開催時期、場所 第1回目は、平成31年度第１四半期を目途に東京都において行うことを予定

② 受講時間、日数 約15時間、3日間程度（カリキュラムは次ページを参照）
※受講料は無料といたしますが、受講者の旅費、宿泊費等は各自でご用意いただきますようお願いいたします。

２ 生涯活躍のまちアドバイザー研修受講者の選定及び研修の受講
アドバイザーについては、一定の専門性を有する者（例：まちづくり、ファイナンス、医療、福祉、空き家再生等）に対し、「生涯活躍の
まち」のコンセプトや制度等に関する研修を受講していただく形で養成し、アドバイザリーグループを形成していただくことを想定していますが、
こうした体制の構築には時間がかかることなどから、まずは、上記専門性を有する者に対する本研修の受講によるアドバイザーの積極
的な養成をお願いいたします。

３ 都道府県等における生涯活躍のまちアドバイザー研修の実施
① 本研修の受講の促進のため、都道府県等単位のアドバイザー研修の開催も可能とします。なお、平成31年度における、研修を実
施する場合の講師派遣費用等は無料を予定しております。

② 各都道府県でアドバイザリーグループによる支援体制を構築する場合の費用については、各都道府県での予算化をお願いいたします。
なお、本経費は以下の要件をすべて満たす事業であれば地方創生推進交付金が活用できる可能性があります。
ア 地方版総合戦略に位置づけられた地方公共団体の自主的・主体的な取組であること。
イ 先導的な事業として、自立性、官民協働、（地域間連携、）政策間連携等の要素を有する事業であること。
ウ 事業毎に、ふさわしい具体的な重要業績評価指標（以下、「KPI」という。）を設定し、PDCAサイクルを整備していること。なお、
KPIの設定およびPDCAサイクルの運用にあたっては、「地方創生事業実施のためのガイドライン」を十分に参照すること。

8



内 容

10
分

開会あいさつ・オリエンテーション

50
分

基調説明（内閣官房）「生涯活躍のまち（日本版ＣＣＲＣ）」
地方創生をめぐる状況とその理念、現在の地方創生に向けた取
組状況や関連施策のひとつである生涯活躍のまち構想の基本コン
セプト、目的やねらいなどについて理解し、アドバイザー人材に求めら
れる基礎知識を習得。

65
分

講演 「人生１００年時代とごちゃまぜ社会」
＜講師＞雄谷 良成（社会福祉法人佛子園理事長）

60
分

講演 「人生１００年時代のコミュニティデザイン」
～人口減少社会に向き合う地域社会～
＜講師＞山崎 亮（studio-L代表）

60
分

クロストーク 雄谷 良成ｘ山﨑 亮
福祉とコミュニティデザイン
～ごちゃまぜ共生社会で創る日本の未来～

内 容

120
分

講義 政策課題の整理と理解
地方創生に関連する施策で、高齢者の活躍が期待される領域とし
て医療・職業・住環境（い・しょく・じゅう）をテーマに政策の方向性、
補助金や事業について生涯活躍のまちの観点から紹介。
①テーマ（い）「活力ある超高齢社会を作るには」
②テーマ（しょく）Soceity5.0 地方都市における次世代産業育成
③テーマ（じゅう・まちづくり・地域連携・エリアマネジメント

＜講師＞後藤 純（東京大学高齢社会総合研究機構特任講師）

90
分

講義・ワーク① ディスカッションテーマ 「わが町を生涯活躍・人生100
年時代の観点から点検する」
＜ファシリテーター＞ 後藤 純（東京大学高齢社会総合研究機構
特任講師）

75
分

講義・事例紹介
生涯活躍のまち推進マニュアルで提示された、3＋1の要素（「住ま
い」「ケア」「活躍」「移住」＋「コミュニティ形成」）の事例の紹介、構想
を推進していくための体制づくり、ビジネスモデルの事例等を学ぶ。

120
分

講義・ワーク② ディスカッションテーマ「生涯活躍のまちに取り組む最
初の一歩を考える」
＜ファシリテーター＞後藤 純（東京大学高齢社会総合研究機構 特
任講師）

【モデル研修カリキュラム】

今年度における生涯活躍のまちアドバイザーの養成等について（案）

○生涯活躍のまちアドバイザーの養成が今年度から始まるにあたって、平成31年２月26日～２月27日の2日間、「生涯活躍のまち」に
関連する取組を推進する意向のある自治体から推薦のあったアドバイザー人材候補者、自治体職員及び事業者を対象に、下記のカ
リキュラムに基づき試行的に研修を実施。

〇本研修受講者のフィードバックを踏まえ、カリキュラムを策定。

クロストーク中の雄谷氏（手前）
と山崎氏（奥）
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（オ）地方移住の推進
④「生涯活躍のまち」の推進

まち・ひと・しごと創生総合戦略（２０１８改定版）
のポイント（H30.12.21 閣議決定）

「生涯活躍のまち」アドバイ
ザーの養成・都道府県レ
ベルへの配置(H31年度
～）

「生涯活躍のまち」
の在り方についての
研究会のスタート

新

新

２．2018改定版総合戦略 「生涯活躍のまち」関連の新規事項②

（前略）
今後は、各都道府県が圏域ごとにアドバイザーを配置し、広域的
な支援体制を構築すること等を通じて、取組に未着手の地方公共
団体の新たな掘り起し等を進める。・・・（後略）

（前略）
このほか、企業と連携し、現役世代を含めた新しいひとの流れの
創出や安定的な事業経営の在り方など、各地方公共団体のこれ
までの取組や課題を踏まえた「生涯活躍のまち」の今後の在り方に
ついて、有識者や関係者の意見を踏まえ次期「総合戦略」も見据
えた検討を行う。
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「地方創生×全世代活躍まちづくり」検討会について

（１）「地方創生×全世代活躍まちづくり」検討会【検討事項】

○ 誰もが居場所と役割を持つ「全世代」が「活躍」する支え合いコミュニティづくり。

例：活躍（しごと・社会参加）、地域内経済循環、多世代交流・地域共生・包摂社会（ごちゃ
まぜ）、企業等と連携した人材の地域間循環や移住の推進 等

※都市圏、地方、中山間地域といった地域類型等も考慮。

（２）「地方創生×全世代活躍まちづくり」検討会メンバー

〇五十嵐 智嘉子 （一社）北海道総合研究調査会理事長

松田 智生 （株）三菱総合研究所プラチナ社会センター
主席研究員 チーフプロデューサー

池本 洋一 （株）リクルート住まいカンパニー SUUMO編集長

雄谷 良成 （福）佛子園理事長

大須賀 豊博 （福）愛知たいようの杜理事長

大原 裕介 （福）ゆうゆう理事長

※〇印委員は、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に関する有識者会議（親会議）委員を兼ねる。


